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て1

れて容績は叢記するカご，ある一癖量｝¢違でると逆k践少し最低値た潅ごぺまた

爆加樋二三毯最大値から臓1少tるという廿は液体が潮及のよ方に逆流す

ることを意味奴これ遠甥らかに物理的た不可・：龍な現象であるから最火値丸蓬1

すると同時蕗下し落下滴と疲液、とに分れる力勝下漁と二二この容瀞怜につい

ては厳蜜に鰍締てない．液体差前酬靖形の銘壷麿端伽ら流串寸る腿直径

ぶあ継ぎ細下に勧と連続的な流動状態から不遠回的養滴状流出賄る

zとは鵠常見受けられる．三管盗掻菰ふになると液：体の：表痴嶽力が大きく・働い

て滴状流出となり潜思平衝式は（3）式と同一であると着えられ津マ図の如く

懸童液滴曲面を円卓回船螢で切皐つた形になる。誠に理論上は円管外径ゆな
　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　D≦3．8317◎（滝）f　．一一＿一＿∴＿．（4）

で・励れば’脳ない．この場令にも．容鋤撮大に違し磁に液体づご二目魯ざれ・ぼ

滴丁するが落下滴と威：謹の容績を求めるちめにT：Loh－rtst2iR譲牙8図のごとく

蕗領前囎繭θ倣雛値働整腸軸fと力湘筑いと働騨正角落
下の坪網徽脆し飢蟹ごらこの仮定耀齢的｝弥艇磁醸愚漁ので
聯関報告ぐ％胸蜘如召瓦魚て域液容積威観て　　、

　　　　　v渓一訟騙：轟r（2－e…＄乙拶eダ2・卵ゆ……（ぢ）

を求め紅勉表）第め図は筆癖のデ丁零による理論と婁結締馳の比較を示勃芸

管ク隆」Q肺以下では両者はよく一敏するカヨ。π粋人上禰甚お’しし・不一致掬

すから更ンこ含i理的1な仮」定をなす・｝ム：要h・・　1’あ順う。

　ろ．ン｝く平板上の液漁　　　プk平二上の三三は穿1図でまか作粛方向は三三：

下継であるから平衝式は（Dと同乏ジで

，　、（　s　　　　　　　　　J　工　　　　　⊥父1十R2）魂肇z・1
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であるかう　莞＋令一。即ち蒔蕩・菰

この場含も計算に梗矛悔よ悌猿真を○に穆博と

　　　　　　　（誌ナ意）一筆」署z＝：。　一……一…・6）

と琢り，これぐ、前同様非線型2耳三三・微分方羅式と＆るため墨獄解を’得るには色々

州瓶徽却騨賑静K繭淑よ磁値二品液融物
蝉充。蕊減帆噂に近づくと銀本羅撫鰍に満さ助縦鰍〆下戸
に3求元禦で憾鶏預大に近づく．ξ奴・あて容嵐無限シ・働・筋誌棚らかで
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